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１　研究の概要

（１）研究主題

自ら考え，思いを伝え合う学習活動の創造

　―言語技術を取り入れた

国語・算数・道徳の授業を通して―

（２）研究のねらい

国語科・算数科・道徳において，「言語技術」を活用した

学習方法や学習内容を工夫すれば，思いや考えを伝え合った

り理解したりする力が身に付くことを，実践を通して明らか

にする。

（３）研究組織・体制

　　　　　　　

２　２年間の取組みの概要

（１）平成１７年度の取組み

（２）平成１８年度の取組み

３　研究の成果と課題

（１）成果

＜全体＞

○「わくわくことばタイム」における継続的な「言語技

術」の指導と各教科等における「言語技術」を取り入

れた学習の展開，論理的思考力やコミュニケーション

能力を育成する手立てを講じることによって，児童が

自分の考えや思いを分かりやすく伝えたり理解したり

することができるようになってきた。（授業記録分析）

○児童の研究評価アンケート（資料１，２）によると，

論理的思考力やコミュニケーション能力に関する数値

が５月に比べて１２月が２～５％下がっている。しか

し，授業中の発言や作文を見る限りでは，これらの能

力は年度当初より伸びている。これは，児童自身の評

価の基準が高くなったからではないかと考えられる。

＜論理的思考力＞

○音読を継続することにより，児童の教材文を正確に読

み取る力がついた。

○学習過程に「書く」活動を位置づけたり，筋道を立て

て考えを書くためのワークシートの工夫をしたりする

ことにより，児童が思考を整理し，相手に分かりやす

く書いたり話したりすることができるようになった。

○考えを比較したり順序を確認したりすることができる

ような板書の工夫をすることにより，教師が児童の考

えを整理することができた。

＜コミュニケーション能力＞

○様々な機会をとらえた対話の実践により，年度当初よ

り話すことが好きになった児童が増えた。

○発達段階や学級の実態をふまえて対話の形態を変える

ことによって，学習目標に到達させるための活発な話

し合いをすることができた。

○具体物や半具体物等，視覚に訴えるものを準備するこ

とによって，児童が自分の考えを明確にもち，順序立

てて分かりやすく話すことができた。

教科等 取組み内容

国
語
科

①「言語技術」の意図的な指導

・「言語技術」を指導する時間の設定

・「話す技術」「書く技術」のポイントを押さえたト

レーニングの実施（「筋道を立てて話す・書く」

「根拠をもとに議論する」活動を中心に構成）

・トレーニングで身につけた力の活用

②「対話」を取り入れた学習

・自己内対話（書く活動），グループトーク（少人数

での対話），クラストーク（全体対話）の学習過程

への位置づけ

道
徳

①自分の思いや考えをもつことのできる「心に響く

資料」の選定

・子どもたちの心に響く資料の選び方や手順をふま

えた資料分析の仕方（理論研修）

・効果的な資料提示方法（理論研修，授業研究）

②思いや考えを伝え合う手だての工夫（対話）

・道徳性に関する実態調査をもとにした発問の構成

・多様な道徳的価値観を引き出すことができる発

問，安易な考えに流れてしまわないようにするた

めの切り返しの発問等の工夫

・自己を見つめるための「自分の思いや考えをも

つ」「友だちと交流する」「書く」時間の確保

教科等 取組み内容

国
語
科

①学習課題と連動したワークシートの工夫をしたり，

自分の考えが残るノートの使い方の指導をしたりす

るなど，「書く活動を通して」自分の読みを確かに

すること

②発言の中から共通点や相違点を引き出し，ねらいに

迫ることのできる「発問の工夫」

③全員が意欲的に話し合いに参加するための「クラス

トーク・グループトーク・ペアトーク」の設定

算
数
科

①課題や発問の工夫，既習の想起をはじめ，ヒントカ

ードや助言，ワークシートを工夫することにより，

まず自力解決を支援

②「結論先行」や「ナンバリング」など，「言語技

術」に関する話し方のアドバイス

道
徳

①自己内対話の設定と教師の発問による揺さぶり

②児童の思考を深める共通のノートとして，考えの違

いが映し出されるような板書の工夫

③心に響く資料の選定や提示方法の工夫

わ
く
わ
く

こ
と
ば

①児童の実態と活動内容の吟味による年間計画の作成

②「言語技術」の指導の継続（指導案，資料，板書計

画等の作成）
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○自分の考えをまとめた題をつけること（ネーミング）

によって，考えの相違点が明確になり，学習目標に到

達できるような話し合いができた。

○対話を，個（自己内対話）―少人数―全体―個（自己

内対話）という過程を基本とすることにより，一人一

人が考えをもち，意欲的に発言し，相手の考えを聞き

ながら自分の考えをまとめることができた。

○登場人物になりきって気持ちを考える役割演技，自分

の気持ちを表現することのできる心情円盤などの活用

により，対話をより深めることができた。

（２）課題

＜全体＞

○学習のゴールが児童にとって話したり書いたりする値

打ちのあるものになっていない。児童が意欲的に話し

たり書いたりするような学習のゴールを教員が設定す

る必要がある。そのための学習内容や学習方法につい

て研修していく必要がある。

＜論理的思考力＞

○論理的思考力を高めるためには，学習過程の中に「書

く」活動を位置づけ，継続的に指導していく必要があ

る。

○論理的思考力を高めるためには，個人差や実態に対応

できるように，複数のヒントカードを準備したり，内

容の吟味をしたりする必要がある。

○教科等の内容と「わくわくことばタイム」の内容をさ

らに整理・統合し，系統性のある「ことばの指導計

画」を作成する必要がある。

○論理的思考力の伸びを客観的にとらえるためのデータ

収集や分析のあり方を研究する必要がある。

＜コミュニケーション能力＞

○友だちの発言に対して深める意見や広げる意見を述べ

たり，質問をし合いながら考えを深めていったり，何

らかの反応を返したりといった人と関わる力が十分育

っていない。

○学習目標に到達させるためには，深い教材研究をし，

児童の話し合いを深化させるための「発問」「切り返

し」「発言の組織化」を工夫する必要がある。

○話をキーワードで聞き取る力，さらにキーワードで聞

き取ったことをもとに自分の考え述べることのできる

ような聞き手を育てる取組みが必要である。

○全員での話し合いに参加できない児童に対する手だて

を講じる必要がある。

　　　

【資料１】

【資料２】研究評価

　　　　

評価す

る内容
評価の方法 児童・教員の現状 ５月

期待

する

効果

１２

月

①「最後まで話を聞く

ことができる」

９３

％

９５

％

９０

％

②「話す人の目を見

て，うなずきながら聞

くことができる」

７７

％

９０

％

７３

％

コミュ

ニケー

ション

能力の

向上

・コミュニ

ケーション

能力に関す

る評価項目

を設定し，

４段階で自

己評価を行

う。

③「自分が思ったこと

や考えたことを進んで

話すことができる」

７３

％

８５

％

６９

％

①「友だちが分かりや

すいように，順序よく

話すことができる」

７０

％

８０

％

６８

％

②「自分がどうしてそ

う考えたのか理由を説

明することができる」

６９

％

８０

％

６６

％

③「分からないことが

ある時は，進んで質問

することができる」

６７

％

８０

％

６５

％

④「話し手が，何を言

いたいのか考えながら

聞くことができる」

８１

％

９０

％

７８

％

基礎学

力の向

上

・基礎学力

向上に関す

る評価項目

を設定し，

４段階で自

己評価を行

う。

⑤「友だちの考えを聞

いて，『なるほど』『そ

んな考えもあるのか』

と思うことができる」

９３

％

９５

％

９３

％

①「ねらいに到達させ

るための主要な発問を

組み立てることができ

る」

８２

％

９０

％

８９

％

②「児童に，自分自身

の思いや考えを十分に

表現させることができ

る」

５６

％

８０

％

６８

％

③「児童の発言を組み

立てて，学習のねらい

に導くことができる」

７８

％

８５

％

８９

％

④「考えの流れが分か

りやすい板書を工夫す

ることができる」

７４

％

９０

％

９０

％

教師の

指導力

・教師の指

導力に関す

る評価項目

を設定し，

４段階で自

己評価を行

う。

⑤「教材分析力があ

る」

６３

％

８０

％

６８

％

22% 47% 29% 2%

29% 44% 24% 3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１２月

５月

自分が思ったことや考えたことを進んではなすことができ
ますか

できる

だいたい

あまり

できない

14% 54% 30% 2%

17% 53% 26% 3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１２月

５月

友だちが分かりやすいように、順序よくはなすことができ
ますか

できる

だいた

あまり

できな

16% 50% 32% 2%

20% 49% 28% 3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１２月

５月

自分がどうしてそう考えたのか、理由を説明することがで
きますか

できる

だいたい

あまり

できない

５月の数値より高い 期待する効果より高い


